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Abstract 

The Izu-Oshima Volcano Observatory (OVO) was established in 1984 fiscal year， by combining and 
expanding the existing tsunami and magnetic observatories of Earthquake Research Institute on 
Izu嗣 Oshima island， based on the third ふyear plan of the National Project for Prediction of Volcanic 
Eruptions. 
Izu-Oshima is an active basaltic volcano repeating major eruptions in historic times， and often 

produced low viscosity lavas containing m u c h  magnetic minerals. In 1986， the first eruption started 
from the summit crater of Mihara-yama. Successively， flank fissure eruptions occurred within and 
outside the caldera and forced the evacuation of habitants. The Izu-Oshima volcano is located near 
the triple junction of the Pacific， Philippine Sea and Eurasian plates， and at the northeastern border of 
the subducting Philippine Sea plate. Consequently， the activity of Izu・Oshima volcano is closely 
related to the crustal activity at the Izu and off Boso peninsulas. 
The main object of O V O  is to conduct comprehensive studies on the activity of Izu-Oshima volcano 

and the surrounding areas. The current projects include (1) study of volcanic phenomena and its 
application to eruption prediction， (2) tomographic study of the subterranean structure of Izu-Oshima 
volcano and the surrounding areas and (3) relation between the volcanic activity and the surrounding 
tectonic activity. 
In the 1986-1987 eruptions， a  comprehensive cooperation a m o n g  the related scientists w a s  very 

effective in obtaining m u c h  high-quality data to promote researches on precursors and mechanisms of 
the eruption. After the eruption， the networks of seismometric， geodetic and electromagnetic observa-
tions have been strengthened to perform basic researches on the m a g m a  transport system of Izu-
Oshima volcano. The geodetic observation has revealed a n  inflation of the volcano， suggesting a  
continuous m a g m a  supply from depths toward the next eruption in future. 
Key words :  Izu-Oshima volcano， seismic observations， geodetic observations， geoelectromagnetic observa-

tions. 

はじめに

伊亘大島は古くより活動的な火山として知られ，今世紀
に入ってからも， 1912-14年， 1950-1951 年， 1974年， 1986-

1996年 5月 27 日受付. 1996年 6月 24 口受理.
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87年と噴火を繰り返してきた火山の島である. 島の中心に
は繭塑をしたカルデラがあり，その北西縁には 1338年の
大島西麓へのいわゆる元町溶岩流の源と思われる火砕丘，
南東縁には 1684年の噴火の際に形成されたと考えられて
いる櫛形山がある. 古山体の→ a部であるカルデラ壁は東方
向が欠けている. カルデラの南部には，半径約 50 0 m の中
央火口丘三原山がある. カルデラ内には， 1684年， 1777 
1792年， 1950-51 年， 1986年に噴出した溶岩流が累積して
いる. 1986年には 1777年安永以来の三原山山頂以外から
の噴火( 割れ目噴火) がカルデラ内外に発生し，全島民避
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難という状況を迎えるに至ったことは記憶に新しい.
伊豆大島火山観測所は，第 3次噴火予知計画により，既

設の津波，地磁気の 2観測所を統合拡充して 1984年度に
設立されたが，新庁舎での観測は 1986年噴火開始 1年半
前の 1985年 4月から始まった. 1986年噴火直後からは全
国の研究機関による総合的な地球物理学 ・地球化学 ・地質
学的観測調査が行われ，火111活動にともなう諸現象につい
ての研究が進んだ( 例えば， 11986年伊豆大島火山噴火」月
刊地球 No. 97， No. 98， 1987 ;  1伊豆大島火山 1986年噴火」
火山 33 巻特集号，1988; T h e  1986-1987 Eruption of lzu-
Oshima Volcano， ERI Spec. Publication， 1988 ;  Oshima 
Volcano， lzu， Jour. Geomag. G eoelectr.， 42， No. 3， Spec. 
Issue， 1990).  
1986年噴火から 10年を経た現在， 噴気が上がったり，

山頂火口で火口壁の崩落が生じたりする以外の表面現象は 1  S k m  
生じていないが，時折群発する大島火山周辺部の地震や
1987年以後進行する地殻変動など，来るべき次の噴火に向
けた数 10年のスケールでの変動が進行しているものと考
えられている. こうしたスケールの長い変動期には，表面
現象を伴う火山活動等の詳細な把握を目的とするだけでな
く，変動の時間スケールに相当する地下深部で進行する状
態の把握という困難な課題をも対象とする観測が必要であ
る. また，伊豆東部にしばしば群発する地震と伊豆大島火
山に発生する火山性微動との関連から，伊豆大島火山の活
動と周辺の地域応力場との聞に何らかの関係があることが
予てより指摘されており，テクトニクスとの関係をも視野
に含めた観測も重要である.
本報文では，伊豆大島火山観測所において行われている

地球物理学的観測のうち，地震観測，地殻変動観測，地球
電磁気学的観測を取り上げ，観測目的と観測方法との対応
を中心にその技術的な状況を報告する.

地震観測

伊豆大島では現在，地震研究所による常設点，臨時点に
気象庁設置の 6点も併せて 45 点の観測点のデータを伊豆
大島火山観測所まで有線・無線のテレメータにより伝送
し，集中トリガ一方式による収録処理が行われている. 図
l にこれら地震観測点の分布を示す. 気象庁からは図中に
示されている 6 点 (B，C， D， E， F， H 点) のデータの分
岐を受けている (この内， D， E， H については 3成分すべ
て). 地震研究所の 3 成分観測点は 19 点( 新聞 S NK， 黒潮
開拓 K S K，岡田 O K A，大島公園 O S K，伊豆大島火山観測
所 O V O，伊豆大島火山観測所ボアホール O V B，伊豆大島
火山観測所長周期 O V L，北外輪 N R M，奥山砂漠ボアホー
ル O K B，奥山砂漠長周期 O K L，野増 N M S，表砂漠 O S 2，
奥Ll I O K U，二子山 F U T，ツワイ T S W，波浮北 H B N，間
伏 M B S，間伏ボアホール M B B，波浮港 H B M)，上下動成

N
4寸

O V O  
O V B  

M B S  
/  
/  

¥  
¥  

/  ¥  

• Tricomponent stations 
• U/D component stations 
... J M A  stations 

図1 . 伊t d . . 大島火山観測所でテレメータ接続している地震
観測点.凶中・， e，企はそれぞれ 3成分，上下動成分，気
象庁設置の観測点を示す.
Fig. 1. Telemetered seismic  stations of lzu-Oshima 
Volcano Observatory.  Solid squares， circles， triangles 
are stations equipped with tri-component， vertical 
seismometers and those  installed by J M A， respectively 

分のみの観測点は 20 点( 大島地磁気基準点 O S M，大丸山
D A I，蜂の尻 H C H，鎧端 Y O R，元町東 M O E，三原北東
M N E，三原北 M H N，奥山北 O K N，三原東 M H E，三原
M H R，鏡端西 K G W，三原西 M H W，櫛形山東 K S E，櫛形
山 K S G，三原南 M H S，滑台 S U B，二 子山ボアホール
F U B，滑台jJ!ij S U W，白石山南 S H S，岳の平 T A K ) となっ

O K B， 
M B B， F U B の全 4 点 (F U B は上下動のみ) である. 各観



9  伊豆大島火山観測所における火山観測

表1 . 伊豆大島火山観測所地震観測システムに登録されている観測点，テレメータ
チャネル番号およびその他の関連する定数. C h， D， Obs， C o m p， Bits， Sens， T， 
h， Gain， V  /b， Lat， Lon， Alt はそれぞれテレメータ・チャネル番号， テレメー
タ遅れ (ms)，観測点名，成分， A /D のピット数，センサー感度 (V/(m/sec))，セ
ンサー固有周期( 単位 sec)，減衰定数，テレメータ・アンプ増幅皮 (dB)，1 ビット
当たりの V 出力，観測点の北京草，東経，高度 (m) である.
Table 1. Seismic stations， channel numbers and other related constants in 
seismic observation system at lzu-Oshima Volcano Observatory. C h， D， Obs， 
C o m p， Bits， Sens， T， h， G 品in，V  /b， Lat， Lon， Alt are telemeter channel No.， 
telemeter delay in msec， observation site n a m e， directional component o[ 
positive output， number of bits in A / D  converter， sensitivity of geophone in 
V  /(m/sec)， period of the sensor in sec， damping factor， amplifier gain (dB)， 
output voltage per bit， latitude， longitude， and altitude of each station， 
respectively 
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表 1. ( つづく)
Table 1. (Continued) 
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生と時期を同じくしており，伊豆大島の周辺地域応力場と
の関連において今後の研究課題となっている. 1993年に発
生した伊亘東方沖群発地震の際には，三原火口直ドで火山
性微動が発生し，その振幅の消長と三原 111山頂直下に発生
する微小地震数，そして伊豆東方沖群発地震数との間に関
連も認められた( 三ヶ田ほか， 1994). この際には，大島周
辺部ではなく三原山直下て、微小地震活動が特徴的に発生
し，火 IIJ性微動の発生と微小地震の発生とが相補的に推移
したことが注目された( 図 4). 地域応力場と火山活動の関
連を研究するうえで，こうした微動や微小地震の震源分布
や震源過程の究明は責要な子がかりとなる.
第 5次火山噴火予知計画では，火山の地下構造探査が新
たな重点項目として取り入れられているが，伊豆大島火山
においては，従来から地震波の走時や減表定数を用いた構
造探査が精力的に行われてきた( 例えば，伊藤ほか， 1981 ;  

測点の緯度経度，標高および地震計必感度，テレメータ遅れ
などの情報を表 l に示す. 島内観測点の現在の平均間隔は
1.5 k m程度である. この観測ネットは，火山活動により変
化する地震活動度の監視，火山に特徴的に発生する低周波
地震，火山性微動の観測のみならず，自然地震を積極的に
利用した地下構造の解明などをも日襟としている.
1983年に行われた伊豆大島火山集中総合観測時より

1995年 7月末までの震源データを図 2 に示す. 図示された
地震の多くは， 1986年から 1987年にかけ発生したが，
の後もカルデラ内の三原山から北外輪，大島北方，西方，
そして島内カルデラ近傍南東部に時折群発地震が発生す
る. 図 3 に伊豆大島火山観測所において観測された地震数
の推移を示す. 1991年より毎年梅雨後に大島内外の群発地
震活動があることがわかる. これらの地震活動は伊豆東方
沖群発地震や新島・式根島近海や銭外i付近の群発地震の発

そ
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1985年 4 月の火山観測所設置以前は，数年から 10 年お
きに光波測距儀や水準測量による観測が行われていた. こ

。 れらの観測結果によれば， 1980年頃までは大島の膨張を示。
す地殻変動が続いていたが，その後変動は停止し， 1986年
の噴火前まで噴火の前兆としての山頂部の隆起や膨張は認
められなかった. これに対して，三原火口周辺の比抵抗や
全磁力などの後に議論する地球電磁気学的な観測データ
は，噴火の数ヵ月前から顕著な異常を示し，火口直下に浅
い火山性微動も発生した. 予想に反したこのような 1986
年噴火の前兆過程も，現在では統一的な解釈がなされてい
る( 渡辺， 1990 b， 1995). 
過去，様々な火山体において，噴火の推移とともに進行

する地殻変動の観測から，増圧や減圧の圧力源の位置や増
減圧量の見積りがなされているが，これらは噴火機構の解
明や予知の観点からは必要不可欠な情報である. 伊豆大島
火山においても，火山性微動の発生とともに観測された地
殻変動は，その発生源をカルデラ北西部マグマ潟まりとす
るモデル( 井田ほか， 1988; 渡辺， 1988， 1989) や帯水層で
あるとするモデル( 渡辺， 1990a) を導き出し，伊豆大島火
11Iのマクぉマ供給系を考える上で避けて通れない課題となっ
ている( 藤井ほか， 1995). 図 5 にその火山性微動に伴う地
殻変動( ここでは傾斜変化) の例を示す. この地殻変動は

らでも説明可能である. 1987年 11 月 16 日に三原火口で爆
発が起こり， 18 円には火口を満たしていたマグマが急激に
地下に戻った. この際に，火山性微動に伴うものと同様の
地殻変動が発生したが，低周波地震波の解析からは，地下
1-2 k m に存在する水平面状の帯水層の存在が示唆さ. れ，
直接マグマ J留まりに結び付く結果は得られていない
CTakeo et al.， 1990). 
1986年割れ目噴火以降に観測されるようになった微動

に伴う地殻変動を捉えた傾斜計は， 1996年現在，図 6 に示
された地点に配置されている. 現在の観測点は，奥山砂漠
ボアホール O K S C地震観測点 O K B と同位置)， 伊豆大島
火山観測所ボアホール O V B，野増 N M S，表砂漠 O S B C地
震観測点 O S 2近傍) ，三原西 M H W，二子山ボアホール
F U T  ( F U B と同位置) ，奥山 O K U，間伏 M B S，間伏ボア
ホール M B B，波浮港 H B M，そして気象庁からデータ交換
により転送される J-B，J - C， J - D， J-E， J-F， J - G， J - H  
( これらは各々地震観拠点と同位置) の 17 点となる. 地表
設置の傾斜計で'Ii温度変化や降雨の影響が大きく，長期的
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図 2. 1983年 5月の伊豆大島集中総合観測時より 1995年 7
月 31 日までの伊豆大島付近の地震震央図. 伊豆大島を北西
南東に横断する 1986年 11 月の震源分布が特徴的である. ま
た伊豆大島西方近海や北方，そして島内南東部，カルデラ北
方に時折群発地震が発生している 図中には海岸線， 200m
おきの等高線，北東方向に開いた形状のカルデラ壁，そして
円形の中央火口が描かれている.
Fig. 2. Epicenter distribution for the period from M a y  
1983 through the end of July 1995. Coast， 200 m  
contour lines of altitude， the location of the caldera wall 
that opens in the N -E  direction， and a  circle-shaped 
crater is indicated in the figure. Hypocenters aligned in 
the N W - S E  direction are mainly associated with the 
1986 fissure eruption of the volcano. Intermittent 
swarm activities were observed after the eruption in 
the north巴rn caldera， w 巴st and north offshore and at 
the southeastern part of the island 

長谷川ほか， 1987; 伊藤ほか， 1988; Y a m a m o t o， 1993; 
Mikada， 1995; Onizawa， 1996). 反射法地震探査も 1986
年噴火後に行われたが，いわゆる資源探査で用いられてい

k m より深部の情報を得ることは困難であることが明らか
になった (Suzuki et al.， 1992; 青木・村岡， 1995). この
ことから，自然地震を震源とする地震探査の重要性が改め
て認識された. これまで，自然地震を用いたトモグラ
フィーの手法では，観測点数によりその解像度が規定さ
れ，本来地震波から得られるはずのスケールまで情報を充
分に生かせていないのが現状である. 走時や減衰トモグラ
フィーによって，地殻内の地震波伝播速度や地震波の異常
な吸収体のスケールを充分に考慮できるかどうかは，地震

11 

観測点をどれだけ多点化できるかにかかっていると言って
も過言ではないだろう. 先に述べたように，伊豆大島火山
観測所では網密な地震観測を行っているが，観測点の維持
に必要な労力の保持が当面の問題である.

地殻変動観測
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図 3. 1987年 1月以降の伊豆大島中央火口丘三原山近傍に発牛会する地震およびそれ以外の近地地震の日別回数 1993年 6月
には伊豆東方沖群発地震と連動した地震および火山性微動が火口近傍で発生した.
Fig. 3.  T he  dayly  n u mber  of earthquakes  in the  vicinity  of central  cinder cone M ih且ra-yam a and  other near 
earthquakes. In June 1993， shallo w  earthquakes and continuous volcanic tremors were observed near the crat巴r，
apparently related to the seismic swarm activity at the east of lzu Peninsula. 
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図 4. 1993年伊豆東方沖群発地震と連動して発生した， 伊豆大島火山連続微動の振幅と三原火口直下が震源と思われる微小
地震発生同数の推移(三ケ問ほか， 1994). 微小地震と連続微動は相補的に発生している. このような活動が 30 k m も離れた
群発地震活動と連動する事実は，火山活動が地域応力場の影響を受けているこ とを示唆する
Fig.  4. Time variation of the amplutide of continuous  volcanic trem or and th巴 hourly number of micro 
earthquakes supposed to be  generated in  the very  shallo w  part  belo w  the Mihara-yam a  crater. T his activity w as 
observed in  coincidence in time w ith the  1993 Off-Ito  earthquake  swarm .  The distance between  their epicenters  
and  the volcano is about  30  k m  and it m ight be sugg巴sted that the regional tectonic stress field  w ould have an 
influence on  volcanic activity 

な変動を捉えるには難があるが， ボアホール設置の O V B，
O K S， M B B の 3点のデータでは図 7 に明らかなように，
長期的変動が観測できる. 図 7 の場合，O V B では南南東，
M B B では北， O K S では北西方向に隆起の中心があること
が示唆され， O V B と M B B ではカルデラから西側にかけ

ての地点での隆起，O K S では大島南東部の群発地震の震
源域方向での沈降あるいは 1986年噴火の際に生じた大島
を横断する北西一南東方向の割れ目の影響等が考えられ興
味深いが，変動の機構を解明するためには今後他の観測結
果を含めて検討する必要がある.
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図 5. 伊豆大島火山で 1989年 1月 19 日 16時 51 分に発生
した火山性微動に伴う傾斜変動. 凶中斜線部分を中心と考え
ることができる矢印で示された向きの傾斜変動が生じた (渡
辺， 1990 a) このような変動は 1986年:11 月 21 日の割れ目
噴火後に綴測されるようになった.
Fig.  5. Tilt change  pattern observed at lzu-Oshima 
volcano accompanied by the occurrence of volcanic 
tremor at 16: 51 on January 19， 1989 (Watanabe， 1990 a). 
D o w n ward tilt direction is indicated by an arrow at 
each station.  These chang巴s suggest the existence of 
two pressure centers indicat巴d by hatched regions  in 
the figure. The change in ground tilt associated with 
volcanic tremor started to occur after th巴 fissure
eruption on November 21. 1986. 

地殻変動を捉えるための測地測量は， 1986年以後 1993
年までは主として光波測距儀( 地震研究所の定期観測と気
象庁による連続観測) と水準測量( 国土地理院と地震研究
所による) が，以後は汎地球測位システム (以下 G P S と略
す) と水準測量 ( 国土地理院) による観測が行われている.
水準測量の結果では， 三原山山頂部がほぼ年 5 0 m m 程度
の割合で沈降していること， 1986年以降続いた北西南東方
向の割れ目噴火の軸を横切る部分の沈降が鈍ってきている
ことなどの結果が得られている. 光波測距儀による観測お
よび G P S 観測では， 1987年以降伊立大島を横断する測線

」

+  Tiltmeter ・Tidegauge
10 k m  円

図 6. 伊立大島火山観測所にテレメータされている傾斜計
および潮位計観測点の分布. 図中ト字で傾斜計を， . で潮位
計を示す.
Fig. 6. T he distribution of tiltmeters and tide-gauges 
in Izu-Oshima. O bserved data are telemetered to lzu 
Oshima volcano observatory (OVO). 
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図 7. ボアホール傾斜計の設置以来の長期変動.
Fig. 7. Long term variations of ground tilts at three 
borehole tiltmeter  stations. 

沿いに年間 1-4 c m の割合で距離の伸びが認められている
(図的. この距離の伸びは，地下に存在すると考えられる
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図 8. 伊fl大島の光波測距および G P S観測点の分布とl噴火後の辺長変化( 渡辺・三ヶ田， 1994 を若干修正) • ・は G P S基
点， . はG P S および光波基点， 口は光波のみの基点を示す. 辺長の伸び， 変化が 1990年以後現在までほぼ一定の割合で進
行していることがわかる.
Fig. 8. The location of E D M  and G P S  benchrnarks on Izu-Oshirna island. T he  distance  variations for sorne 
baselines are shown  in the right side.  Solid circles， squar巴s and open squares indicate G P S， G P S-E D M， EDM-only  
benchmarks， respectively.  Since 1990 until n o w， the distances across the island are 巴xt巴nding with almost constant 
rates. This m ay be due to the  charging  proc巴ss of m agrna reservoir beneath the volcano. 

マグマ溜まりへのマグマの流入によるものと解釈できる.
圧力源の位置は， 1994年まではカルデラ西部深さ 8 - 1 0 k m
( 渡辺・ 三ヶ回，1994)， 1995年にはカルデラ北部深さ 5
k m  (渡辺ほか， 1995) と求められた. 1994年秋からカルデ
ラ北部を震源とするやや低周波の地震が時折群発 してお
り，この圧力源位置の変化との関連も今後の課題である.
図 8 に G P S観測点の分布を示す. これまでに測定が行わ
れている観測点は，手Lヶ崎( 町有地) C H G，伊豆大島火山
観測所( 観測所建物屋上) O VO，野増港( 町有地) N M S， 
間伏( 運輸省航空無線標識所敷地内) M B S，奥山砂漠( テ
レメータ局舎脇) O K S，温泉ホテル( 束汽観光株式会社大
島温泉ホテル敷地内水準点) O N S，鏡端( 鏡端三角点脇)
K G M，鏡端三角点 K G M-T ，滑台三角点( カルデラ外輪滑
台付近の尾根上) S B R，二子UJ ( テレメータ局舎上) F U T， 
三原山(三原山水準点) M H R，筒石( 筒石水準点) T T I， 
白石山(白石山頂) SRI の 13観測点である. 1996年春に設
置した泉津観測点( 泉津小学校屋上) S EN を加え，ピラー

設置により測定の必要のなくなった鏡端三角点を除くと，
今後観測を継続する観測点は 13 点となる. これらの観測
点の内， C H G， O V O， N M S， M B S， O K S， K G M， F U T， 
S E N についてはピラーが設置されており，アンテナを直
接取り付けることができる. さらに，今後の伊豆大島の膨
張変動の行方を精密に測定し，微動や地震活動に対応した
地殻変動をも捉える目的で， 1996年度より O V O，M B S， 
O K S の 3観測点で G P S連続観測が始められる. 図 8 に示
された通り， この数 k m の測線長に対し年間数 c m という
大きな変動が生じているこ とは， 長期的に火山活動を把握
する上でこの観測が重要な意味を持つであろうことを示唆
している.
こうした地殻変動の観測と並行して，伊豆大島火山観測

所では大島北東岸に位置する泉津 S E N，西岸の野増
N M S，南岸の波浮港 H B M の 3観測点で潮位の連続測定
を行っている( 観測点位置については図 6 参照) . 図 9 にこ
れまでに得られた潮位の観測結果を示す. これまでの測定
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図 9. 3潮位観測点、における湖似変化.
Fig.9. V ariations  of sea levels al  three lide stations. 

では， N M S および S E N における潮位の低下が観測されて
いる. この結果は， G P S 観測などにより見い出されている
大島の膨張変動と同ーの傾向を持っている. 大島という海
に囲まれた環境で，大島火山と海水面の位置関係を長期的
に把援するために重要な観測であり，今後の潮位変化に注
目している.

電磁気観測

伊豆大島における電磁気観測は， 1950-51 年噴火後の観
測をふまえて，大島西麓の野増に設置された地磁気観測所
を基地として行われてきたが， 1985年以後は伊豆大島火山
観測所に引き継がれている. 1986年噴火の前には，三原山
のみかけ比抵抗や三原火口周辺での地磁気全力の異常減少
などが観測された. 先に述べたように， 1986年噴火前の数
年間， IJJ頂カルデラ域では隆起や膨張が観測されず地震活
動も低調であったが， iJJ頂火口周辺の電磁気観測データは
明瞭な前兆変化を示し，噴火活動の予測にとって大変重要
な情報を提供した( 例えば， Yukutake et al.， 1987，他に電
磁気学的な観測結果をまとめたものとして T h e  1986-
1987 Eruption of lzu-Oshima Volcano， ERI， 1988; J  
Geomag. Geoelectr. V ol. 42， No. 3， 1990). 

5  km 

図 10. 伊豆大島における地磁気観測点分布.

15 

図 10 に現在の地磁気観測点分布を示す. 大島地磁気基
準点 O S M，野増 N O M，二子山 F U T，鎧端 Y O R，波浮
H A B，表砂漠 O M T，三原山頂 M I A，三原山南麓の M I O
M I 1， M I 2，三原束 M I E，三原西の M W 1， M W 2 の計 13
点で，プロトン磁力計を用いた全磁力の毎分測定が行われ
ている. 二子山 F U T では会磁力のほかにフラックスゲー
ト磁力計による 3成分観測が，大島地磁気基準点 O S M で

Fig. 10. Distribulion of magnetic observation siles on 
lzu-Oshima 

は全磁力，地磁気 3 成分および地電位 2 成分の観測が行わ
れている. O S M には非敏性の地儀気絶対観測室と検定室
もあり，大島における電磁気観測の基準点となっている.
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図 11. 三原 11 1の南箆 ( MIO，M I 1 ) および東麓 (MIE) における地磁気全力変化
Fig， 11. Variations of the geomagnetic total  intensity at the southern (MIO， M I  1) and eastern (MIE) Ioot of Mihara 
yama referred to the station N O M.  

1986年噴火後の N O M を基準とした M IO， M I  1， M IE に
おける全磁力変化を図 11 に示す. 噴火後も三原火口地下
の熱消磁傾向が続いていたが， 1990年初めに反転し，現在
は火口地下浅部の温度低下が進行している ことを示してい
る.
三原火口地下の見かけ比抵抗測定は， 三原山の東山腹に

埋設しである電極から人工的に電流を地下に流し込み，西
LU腹の電極で地電位差を測定する方法で行われている.
1986年噴火前までは，毎度発電機を現地に持ち込み測定が
行われていたが，噴火後は，送信受信とも太陽電池を電源
としタイマーを用いて自動的に 1 R  1 回の測定が行われ，
結果はデータ ロガーに収録されている. 火口周辺での地磁
気と比抵抗変化の測定は，マク、、マや高温の火山ガ、スによる
火口地下の温度 k界や熱水活動の活発化をモニターするの
に有効であり， 1986年l噴火前にみられたように，噴火活動
の短期的な前兆を捉えるのに大きな役割を果たしている.

まとめと課題

1986年噴火の場合にみられたように，伊豆大島火山山頂
噴火の前兆過程が一般的にマグマの蓄積期と上昇期とに明
確に分けられるとすると，噴火の中期予測が可能で、あるこ
とになる. その場合の前兆過程と観測方法とのシナリオは
次のようになるであろう. まず，地殻変動観測によって山
体膨張を監視し，マグマの蓄積状況を把援する. その際，
大島周辺の地震活動度の経年的な推移も参考会になる. 次
に，マク子マが地表へ向けて上昇を開始すると， 山体の膨張
が停滞するかあるいはやや収縮するであろう. 引き続い

て，山頂火口周辺で地下の泌度上昇を示す地磁気や比抵抗
の変化が観測されれば，マグマの上昇開始はより確実とな
る. マ夕、、マがさらに上昇し海水準付近にまで達すれば，帯
水層との熱的な相互作用によって地磁気や比抵抗の変化は
加速し，火口直下で浅い火山性微動も発生するであろう .
また，火口近傍で精密重力測量を繰返せば，マグマの上昇
に伴う重力の異常な増加を検出することも可能で- ある.
将来，噴火へ向けて再びマグマが上昇を開始する場合
に， 上記のよ うな観測を行えば，前兆過程についての現存宇
の仮説を検証し中期予測の基礎をさらに固めることができ
るであろう. 人的な体制を確保し，いかに効果的に観測を
行うかが重要課題である.
謝 辞 : 1983年集中総合観測期間中に発生した群発地

震の検測データは，京都大学防災研究所桜島火山観測所の
西潔氏より提供していただいた. また気象庁大島測候所安
藤邦彦氏には， 観測点の設置や地震観測への助言をいただ
いた. カルデラ横断測線の辺長変化のうち， 1993年ま で
は，火山噴火予知研究推進センターの竹田豊太郎， 小山悦
郎の両氏を中心に実施された光波測距観測によるものであ
る. 電磁気観測に関しては，地震研究所の関連分野の方々
との共同によると ころが多い. こ こに記して感謝いたしま
す.
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